
 

福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価） 
教 科 保健体育（体育分野） 科 目  期 間 １学期前半（中間試験） 
中 高 ・ 学 年 中学校・１年 授業時数 期間／年間 ６／８０ 副 教 材 １ 図解中学体育(暁教育図書) 
副 教 材 ２ 保健体育ノート(新学社) 副 教 材 ３  副 教 材 ４  

 

年間の到達度目標 心と体を一体としてとらえ，運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通して，積極的に運動に親しむ資質や
能力を育てるとともに，健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営む態度を育てる。

 

到達度目標 
（含定期テスト） 

 
○自己の体に関心をもち，自己の体力や生活に応じた課題を持ち，体ほぐしをしたり，体力を高めたりすることができるように

する。    （Ａ 体つくり運動） 
○運動の特性と学び方，安全の確保の仕方，運動と心身の働きについて理解し，運動の実践に生かすことができるようにする。

        （Ｈ 体育に関する知識） 
標準テスト等の目標  

月 単元・題材 主 た る 指 導 項 目 主 な 評 価 規 準 

□関心･意欲･態度  ◎思考･判断  ◆技能･表現  ★知識･理解 
主な評価方法

Ａ体つくり運動 
ア 体ほぐし 
の運動 

 

脱力によるリラックス，ペアでストレ

ッチ 
用具を使って（新聞紙，ロープ等） 
ゲーム形式で 

柔軟性（自己の柔軟性の確認） 
 目的にあったストレッチ（ペア） 

４ 

Ａ体つくり運動 
イ 体力を高 
める運動 

巧みな動き（自己の巧緻性の確認） 
 用具を使った運動 
 グループでゲーム形式で 

□自分の体の状態や変化に気付き，体を動かす楽しさや心地よさを味 
 わおうとする。 
□体つくり運動に関心をもち，進んで体ほぐしの運動をしようとする。

◎自分の体力や生活の実状を踏まえて，目的にあった運動を選び，構 
 成し活用している。 
◎自分の体力に応じた課題をもち，ペアで目的にあった運動を選び活 
 用することができる。 
◆体力を高める運動を身につけたり，合理的に体力を高めたりするこ 
 とができる。 
★体ほぐしの運動の意義とその行い方を知っている。 
★体力を高める運動の意義と高め方を知っている。 

行動観察 
 
学習カード 
 
実技 
 

運動の楽しさ（運動をするのはなぜ）

運動の特性を味わうための学習の仕方 
体つくり運動 

運動の特性を味わうための学習の仕方 
 球技 
  ゲームの工夫，ルールの工夫 

 

Ｈ 体育に関す 
る知識 

運動の特性を味わうための学習の仕方 
陸上競技・武道 
運動の特性を味わうための学習の仕方 
器械運動・水泳 
運動の特性を味わうための学習の仕方 
野外スポーツ・ダンス 

□学習内容に興味・関心をもち，進んで学習に取り組もうとしている。

◎学習事項を自分のことと結びつけ，日常生活に反映することができる。

★運動と心身の働きとの関係や運動の心身にわたる効果を知っている。

行動観察 
学習カード 
ノート 

指導方法の工夫改

善等 
学習カードの活用，単元学習計画の提示 
グループ学習 

課題・提出物等 ノート・学習カード 

未到達者への対応 補充学習・再テスト・レポート提出 

総合的な学習の時

間，道徳（教育），

特別活動等との関

連等 

総合：生き方，進路の探求「自分発見」（４，５月） 
道徳：時間を大切に・集団の一員として（４月）誠実な行動とは（５，９月）弱さの克服（５，１１，１月） 
友情を築く（５月）異性への理解（６月）思いやりの心（６，９月）生命の尊重（７，１２月）強い意志（２，１０月）

特活：部活動について（４月）仲間との協力（6月）体育大会に向けて（８，９月） 
   健康安全（７，１２，３月）マラソン大会に向けて（２月） 

 

中１体育男子－１ 



 

福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価） 
教 科 保健体育（体育分野） 科 目  期 間 １学期後半（期末試験） 
中 高 ・ 学 年 中学校・１年 授業時数 期間／年間 １９／８０ 副 教 材 １ 図解中学体育(暁教育図書) 
副 教 材 ２ 保健体育ノート(新学社) 副 教 材 ３  副 教 材 ４  

 

到達度目標 
（含定期テスト） 

 
○自己記録への挑戦や仲間との競争を楽しむことができ,また,仲間と協力し記録の向上を図ることができるようにする。 
       （Ｃ 陸上競技） 
○自己の能力に適した技を選択し,個々の技がよりよくできるように技能を高めることができるようにする。 
       （Ｂ 器械運動） 

標準テスト等の目標  

月 単元・題材 主 た る 指 導 項 目 主 な 評 価 規 準 

□関心･意欲･態度  ◎思考･判断  ◆技能･表現  ★知識･理解 
主な評価方法

短距離走（記録，スタート） 
 50ｍ走(ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｰﾄ) 
 ｸﾗｳﾁﾝｸﾞｽﾀｰﾄ練習 

(2) 

短距離走 
 ｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭ,中間疾走,ﾌｨﾆｯｼｭ 
 ｸﾞﾙｰﾌﾟでﾌｫｰﾑのﾁｪｯｸ,記録測定 

５ 

ﾘﾚ  ー
 ためしのﾘﾚ ,ーｸﾞﾙｰﾌﾟ目標設定･練習

バトンパス練習 
テークオーバーゾーンの使い方 
練習  
      (2) 

ﾘﾚ  ー
 ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ での練習,記録測定, 課題設定 
         (2) 

Ｃ陸上競技 
ア 短距離走 
・リレー 

 記録会 
(2) 

□全力で競争したり，記録を向上させたりする短距離走やﾘﾚｰの楽しさを

 味わおうとする。 
□互いに協力し，励まし合い，健康安全に留意しながら，進んで練習や競

 技を行おうとする。 
◎自分の能力に適した目標記録や課題を設定し，解決のため効果的な練習

 の仕方を選んでいる。 
◆短距離走やﾘﾚｰの特性に応じた技能で，練習や競技をすることができる。

★運動の特性や学習の進め方，自己の能力に適した課題の選び方，それに

 合わせた練習や競技の仕方を知っている。 

行動観察 
 
学習カード

 
記録 
 
実技 
 

６ 

ﾏｯﾄに慣れる 簡単な回転技の練習 
    (前後転,開脚前後転) 
         (2) 

簡単な回転技を組み合わせて連続技 Ｂ器械運動 
ア マット運動 

発展技に挑戦 
（倒立前転,伸膝前後転,側方倒立回転） 
        (2) 

□ﾏｯﾄ運動に関心を持ち，仲間と協力して，安全に留意し，自分に適した

 技を習得したり新しい技に挑戦したりして，楽しさや喜びを味わおうと

 している。 
◎自分に適した技を選び，課題を持って練習に取り組むことができる。 
◆できる技や新しく身につけた技を組み合わせてできる。 
★ﾏｯﾄ運動の楽しみ方,練習の仕方,技の出来栄えの確かめ方を知っている。

行動観察 
発言 
学習ノート

実技 

期末テスト    

組み合わせ技 
 ｸﾞﾙｰﾌﾟで組み合わせ技の工夫･練習

        (2) 

７ 

Ｂ器械運動 
ア マット運動 

発表会 

□ﾏｯﾄ運動に関心を持ち，仲間と協力して，安全に留意し，自分に適した

 技を習得したり新しい技に挑戦したりして，楽しさや喜びを味わおうと

 している。 
◎自分に適した技を選び，課題を持って練習に取り組むことができる。 
◆できる技や新しく身につけた技を組み合わせてできる。 
★ﾏｯﾄ運動の楽しみ方,練習の仕方,技の出来栄えの確かめ方を知っている。

行動観察 
発言 
学習ノート

実技 

指導方法の工夫改

善等 
学習カードの活用，単元学習計画の提示 
グループ学習 

課題・提出物等 ノート・学習カード・誤答処理 

未到達者への対応 補充学習・再テスト・レポート提出 

総合的な学習の時

間，道徳（教育），

特別活動等との関

連等 

総合：生き方，進路の探求「自分発見」（４，５月） 
道徳：時間を大切に・集団の一員として（４月）誠実な行動とは（５，９月）弱さの克服（５，１１，１月） 
友情を築く（５月）異性への理解（６月）思いやりの心（６，９月）生命の尊重（７，１２月）強い意志（２，１０月）

特活：部活動について（４月）仲間との協力（6月）体育大会に向けて（８，９月） 
   健康安全（７，１２，３月）マラソン大会に向けて（２月） 

中１体育男子－２ 



 

 

福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価） 
教 科 保健体育（体育分野） 科 目  期 間 ２学期前半（中間試験） 
中 高 ・ 学 年 中学校・１年 授業時数 期間／年間 １５／８０ 副 教 材 １ 図解中学体育(暁教育図書) 
副 教 材 ２ 保健体育ノート(新学社) 副 教 材 ３  副 教 材 ４  

 

到達度目標 
（含定期テスト） 

 
○今もっている技能を活用してゲームを行い,集団的・個人的技能の高まりを図り協力して作戦を立ててｹﾞｰﾑをすることが 
 できるようにする。   （Ｅ 球技） 
○基本となる技能の習得と技の活用の仕方を身につけ,技能の程度に応じた練習や試合を協力して,計画的に進んでできるよう
 にする。        （Ｆ 武道） 

標準テスト等の目標  

月 単元・題材 主 た る 指 導 項 目 主 な 評 価 規 準 

□関心･意欲･態度  ◎思考･判断  ◆技能･表現  ★知識･理解 
主な評価方法

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ，ためしのｹﾞｰﾑ 

 ﾎﾞｰﾙ遊び，円陣ﾊﾟｽ，ﾊﾟｽｹﾞｰﾑ 

ﾊﾟｽ練習，確認ｹﾞｰﾑ（ﾙｰﾙの工夫） 

 移動してのﾊﾟｽ，ﾊﾟｽｹﾞｰﾑ 

       (2) 

ｻｰﾌﾞ,ｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞ，確認のｹﾞｰﾑ 

 ｻｰﾌﾞ･ﾚｼｰﾌﾞの基本動作練習， 

 ﾙｰﾙを工夫したｹﾞｰﾑ（ｻｰﾌﾞから） 

        (2) 

攻撃 

 トス，スパイク練習 

 ﾙｰﾙを工夫したｹﾞｰﾑ(三段攻撃) 

        (2) 

Ｅ 球技 
ウ ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟでの総合練習 
 作戦立案，ﾁｰﾑ課題に沿った練習 
大会（工夫したﾙｰﾙで） 

(2) 

□ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙの特性（・ネットをはさんで２つのチームがボールを打ち合

う。・地面にボールを落とすことが許されず，３回以内に相手コートに

ボールを戻す。など）に関心を持ち，楽しさを味わえるように，進んで

取り 
 組もうとする。 
□互いに協力して練習やｹﾞｰﾑをしようとする。 
□ﾙｰﾙを守り，勝敗に対して，公正な態度をとろうとする。 
◎今もっている個人的・集団的技能の程度を把握し，新たな課題を設定し，

その解決のため練習の仕方を工夫することができる。 
◎ﾙｰﾙを工夫したり，作戦を立てたりして練習の仕方やｹﾞｰﾑの仕方を工夫

 することができる。 
◆今もっている技能（パス・レシーブ・トス・スパイク・ブロック・サー

ビス・パス攻撃・３段攻撃など）を発揮してｹﾞｰﾑを行うことができる。

◆チームや自分の能力に適した課題の練習やｹﾞｰﾑを通して，技能を高め

 ることができる。 
★競技の運営の仕方やﾙｰﾙ，審判の方法を理解している。 
 

行動観察 
 
発言 
 
学習カード

 
実技 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
 礼儀，安全と態度 

基本姿勢 
 自然体，立礼から構え，防具 

８ 
 
９ 
 

基本打突 
 正面打ち，左右面打ち 
 胴打ち，小手打ち，足さばき 
 ｸﾞﾙｰﾌﾟ練習，二人組で約束練習 
       (2) 10 

Ｆ 武道 
イ 剣道 

対人的技能 
 攻め技，応じ技 
 二人組みでかかり練習 
         (2) 

□基本的な技や連続技に関心を持ち，進んで学習しようとする。 
□礼儀作法を重んじて相手を尊重し，自立的な態度をとろうとする。 
□用具や練習場など，練習や試合をするうえでの安全に留意しようとする。

□勝敗や結果を受け入れようとする。 
◎得意技を身につけることができるよう，練習の中で打突の方法を見つけ

 ることができる。 
◎練習を工夫して，計画的に学習することができる。 
◆基本的動作と自分の能力に適した対人的技能で練習することができる。

◆自分の能力に適した対人的技能のうちから得意技とすることができる。

★礼儀作法や簡単な試合のルールを理解することができる。 
 
 

行動観察 
 
学習カード

 
記録 
 
実技 

指導方法の工夫改

善等 
学習カードの活用，単元学習計画の提示 
グループ学習 

課題・提出物等 ノート・学習カード 

未到達者への対応 補充学習・再テスト・レポート提出 

総合的な学習の時

間，道徳（教育），

特別活動等との関

連等 

総合：生き方，進路の探求「自分発見」（４，５月） 
道徳：時間を大切に・集団の一員として（４月）誠実な行動とは（５，９月）弱さの克服（５，１１，１月） 
友情を築く（５月）異性への理解（６月）思いやりの心（６，９月）生命の尊重（７，１２月）強い意志（２，１０月）

特活：部活動について（４月）仲間との協力（6月）体育大会に向けて（８，９月） 
   健康安全（７，１２，３月）マラソン大会に向けて（２月） 

中１体育男子－３ 



 

福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価） 
教 科 保健体育（体育分野） 科 目  期 間 ２学期後半（期末試験） 
中 高 ・ 学 年 中学校・１年 授業時数 期間／年間 １８／８０ 副 教 材 １ 図解中学体育(暁教育図書) 
副 教 材 ２ 保健体育ノート(新学社) 副 教 材 ３  副 教 材 ４  

 

到達度目標 
（含定期テスト） 

 
○課題をもって運動を行い,その技能を高め,技がよりよくできるように,練習の仕方を工夫することができるようにする。 
     （Ｂ 器械運動） 
○今もっている技能を活用してゲームを行い,個人的技能を高めながら，協力して作戦を立ててｹﾞｰﾑをすることができるよ 
 うにする。（Ｅ 球技） 

標準テスト等の目標  

月 単元・題材 主 た る 指 導 項 目 主 な 評 価 規 準 

□関心･意欲･態度  ◎思考･判断  ◆技能･表現  ★知識･理解 
主な評価方法

 跳び箱になれる 基本的な跳び方

 開脚跳び，かかえ込み跳び 

10 
 

習熟度別練習 

・基本グループ 

 基本的な跳び方の練習・習得から

 発展的な跳び方への挑戦 

・発展グループ 

 発展的な跳び方への挑戦 

  台上前転，首・頭はね跳び等 

グループでのお互いのアドバイス 

        (4) 
       

 
 
 
 
11 

Ｂ 器械運動 
エ 跳び箱運動 

得意な技の発表会 

□跳び箱運動に関心を持ち，仲間と協力して，安全に留意し，自分に適し

た技を習得したり新しい技に挑戦したりして，楽しさや喜びを味わおう

としている。 
◎自分に適した技を選び，課題を持って練習に取り組むことができる。 
◎練習の進め方を理解し,互いに教え合ったり，技の習得状況を確かめたり
することができる｡ 
◆今できる技やできそうな技を繰り返したり，条件を変えたりしてもでき

る｡ 
★跳び箱運動の楽しみ方,練習の仕方,技の出来栄えの確かめ方を知ってい
る。 

 
 
 
 
行動観察 
 
発言 
 
学習ノート

 
 
実技 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ ためしのｹﾞｰﾑ 
 基本的なﾙｰﾙでのｹﾞｰﾑ，課題発見 

ﾎﾞｰﾙﾆなじむ 
 ﾄﾞﾘﾌﾞﾙﾘﾚ ,ーｼｭｰﾄｹﾞｰﾑ 

(2) 

基本的な技術練習から確認のｹﾞｰﾑ 
 ｸﾞﾙｰﾌﾟでの基本練習 

3 ｵﾝ 3形式等でのｹﾞｰﾑ 
        (2) 

Ｅ 球技 
ア バスケット

ボール 

ﾁｰﾑの連携ﾌﾟﾚｰの練習から確認のｹﾞｰﾑ

 ｶｯﾄｲﾝ,ﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚ ,ーｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｰ等 
        (2) 

□ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの特性（・ハードな球技。・比較的せまいコートを５人ずつ

の選手がボールを奪い合い，相手ゴールへシュートして得点を競う。な

ど）に関心を持ち，楽しさを味わえるように，進んで取り組もうとする。

□互いに協力して練習やｹﾞｰﾑをしようとする。 
□ﾙｰﾙを守り，勝敗に対して，公正な態度をとろうとする。 
◎今もっている個人的・集団的技能の程度を把握し，新たな課題を設定し，

その解決のため練習の仕方を工夫することができる。 
◎ﾙｰﾙを工夫したり，作戦を立てたりして練習の仕方やｹﾞｰﾑの仕方を工夫

 することができる。 
◆今もっている技能（パス・キャッチ・ドリブル・シュート・速攻・セッ

トオフェンス・マンツーマンディフェンス・ゾーンディフェンスなど）

を発揮してｹﾞｰﾑを行うことができる。 
◆チームや自分の能力に適した課題の練習やｹﾞｰﾑを通して，技能を高め

 ることができる。 
★競技の運営の仕方やﾙｰﾙ，審判の方法を理解している。 

 
 
行動観察 
 
発言 
 
学習カード

 
実技 
 

期末テスト    

 
12 

Ｅ 球技 
ア バスケット

ボール 
ﾐﾆｹﾞｰﾑ大会 
 作戦立案－試合－反省－練習(3) 同上  

指導方法の工夫改

善等 
学習カードの活用，単元学習計画の提示 
グループ学習 

課題・提出物等 ノート・学習カード・誤答処理 
未到達者への対応 補充学習・再テスト・レポート提出 

総合的な学習の時

間，道徳（教育），

特別活動等との関

連等 

総合：生き方，進路の探求「自分発見」（４，５月） 
道徳：時間を大切に・集団の一員として（４月）誠実な行動とは（５，９月）弱さの克服（５，１１，１月） 
友情を築く（５月）異性への理解（６月）思いやりの心（６，９月）生命の尊重（７，１２月）強い意志（２，１０月）

特活：部活動について（４月）仲間との協力（6月）体育大会に向けて（８，９月） 
   健康安全（７，１２，３月）マラソン大会に向けて（２月） 

 

中１体育男子－４ 



 

福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価） 
教 科 保健体育（体育分野） 科 目  期 間 ３学期（学年末試験） 
中 高 ・ 学 年 中学校・１年 授業時数 期間／年間 ２２／８０ 副 教 材 １ 図解中学体育(暁教育図書) 
副 教 材 ２ 保健体育ノート(新学社) 副 教 材 ３  副 教 材 ４  

 

到達度目標 
（含定期テスト） 

 
○自己の体に関心をもち,自己の体力や生活に応じた課題をもち，体ほぐしをしたり,体力を高めたりすることができるように
 する。 （Ａ 体つくり運動） 
○長い距離を筋力，持久力，スピードのバランスをとりながら走れるよう,自己のﾍﾟｰｽを知り,記録に挑戦することができるよ
 うにする。 （Ｃ 陸上競技） 
○協力して練習やｹﾞｰﾑを行い,ｹﾞｰﾑを通して自分やﾁｰﾑの課題を明らかにすることができる。また,基本的な個人技能を身につ 
 け,その技能をｹﾞｰﾑで発揮し,高めることができるようにする。  （Ｅ 球技） 

標準テスト等の目標  

月 単元・題材 主 た る 指 導 項 目 主 な 評 価 規 準 

□関心･意欲･態度  ◎思考･判断  ◆技能･表現  ★知識･理解 
主な評価方法

持久力を高める 
Ａ体つくり運動 
 イ 体力を高 
   める運動 しっぽ取り，模写ランニング 

□体つくり運動に関心をもち，進んで体力を高める運動をしようとする。

◎自分の体力に応じた課題をもち，目的にあった運動を選び活用するこ 
 とができる。 
◆体力を高める運動を身につけたり，合理的に体力を高めたりすること 
ができる。 
★体力を高める運動の意義と高め方を知っている。 

行動観察 
 
学習カード

 
実技 

目的設定の記録測定 

400ｍ走(200ｍのﾗｯﾌﾟから目標ﾀｲﾑ) 

ﾍﾟｰｽをつかむ 

 800ｍ～1000ｍ走， 

 目標ﾍﾟｰｽを守って(2) 

１ 
 

長い距離を走る 

 1500ｍ走，目標ﾍﾟｰｽを守って 

2400ｍ走 
 目標ﾀｲﾑを目指して記録測定，反省

(2) 

Ｃ 陸上競技 
ア 長距離走 

3600ｍ走 
 目標ﾀｲﾑを目指して記録測定，反省

(2) 

□競争や記録の向上に関心を持ち，進んで学習に取り組もうとする｡ 
□全力を尽くした結果をきちんと受け止め，さらに向上しようとする態度

をとることができる｡ 
◎自分の方力に適したﾍﾟｰｽを設定し，練習を工夫しながら計画的に取り組

むことができる｡ 
◆自分の能力に合った正しいﾌｫｰﾑを見つけ,安定したﾍﾟｰｽで長く走ること
ができる｡ 
◆正しい呼吸法を身につけ，無理なく長い距離を走ることができる｡ 
★長く走ることで生じる呼吸や脈拍の変化についての知識を身につけて

いる｡ 

行動観察 
 
学習カード

 
記録 
 
実技 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ ためしのｹﾞｰﾑ 

ﾎﾞｰﾙになじむ 
 ﾘﾌﾃｨﾝｸ ,゙ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ,ｷｯｸ,ﾄﾞﾘﾌﾞﾙｹﾞｰﾑ 

(2) 

ｹﾞｰﾑ 1（方法，ﾙｰﾙの工夫） 
 ｸﾞﾙｰﾌﾟでの練習，ﾊﾟｽｹﾞｰﾑ 

(2) 

ｹﾞｰﾑ 2（方法，ﾙｰﾙの工夫） 
 ｸﾞﾙｰﾌﾟでの練習，3:3~6:6のｹﾞｰﾑ 

(2) 

Ｅ 球技 
イ サッカー 

ミニゲーム大会 
 作戦立案，大会計画運営 

(2) 

□ｻｯｶｰの特性（１チーム１１人ずつのプレーヤーが広いコートで一つのボ

ールをめぐって得点を競う。・ゴールキーパーを除いて腕を使うことは

許されず，おもに足でボールをコントロールする。・少得点を競う競技

で，ボールの支配率が得点に直結しないのが特徴。・フォーメーション

にはいろいろなパターンがある。など）関心を持ち，楽しさを味わえる

ように，進んで取り組もうとする。 
□互いに協力して練習やｹﾞｰﾑをしようとする。 
□ﾙｰﾙを守り，勝敗に対して，公正な態度をとろうとする。 
◎今もっている個人的・集団的技能の程度を把握し，新たな課題を設定し，

その解決のため練習の仕方を工夫することができる。 
◎ﾙｰﾙを工夫したり，作戦を立てたりして練習の仕方やｹﾞｰﾑの仕方を工夫

 することができる。 
◆今もっている技能（キック・ドリブル・シュート・ゴールキーピング・

トラッピング・ヘディング・スローイング・サイドアタック・中央突破

攻撃・ゾーンディフェンスなど）を発揮してｹﾞｰﾑを行うことができる。

◆チームや自分の能力に適した課題の練習やｹﾞｰﾑを通して，技能を高め

 ることができる。 
★競技の運営の仕方やﾙｰﾙ，審判の方法を理解している。 

行動観察 
 
発言 
 
学習カード

 
実技 

期末テスト    

２ 

Ｅ 球技 
イ サッカー 

ミニゲーム大会 
 作戦立案，大会計画運営(2) 同上  

指導方法の工夫改

善等 
学習カードの活用，単元学習計画の提示 
グループ学習 

課題・提出物等 ノート・学習カード・誤答処理 
未到達者への対応 補充学習・再テスト・レポート提出 

総合的な学習の時

間，道徳（教育），

特別活動等との関

連等 

総合：生き方，進路の探求「自分発見」（４，５月） 
道徳：時間を大切に・集団の一員として（４月）誠実な行動とは（５，９月）弱さの克服（５，１１，１月） 
友情を築く（５月）異性への理解（６月）思いやりの心（６，９月）生命の尊重（７，１２月）強い意志（２，１０月）

特活：部活動について（４月）仲間との協力（6月）体育大会に向けて（８，９月） 
   健康安全（７，１２，３月）マラソン大会に向けて（２月） 

中１体育男子－５ 



保健体育（体育分野）

中学校・１学年　男子

９０時間（体育分野80時間）

指導期間

到達度目標
(含定期テ
スト)

時
間

主たる指導項目
教科書
貢

時
間

主たる指導項目
教科書
貢

時
間

主たる指導項目
教科書
貢

時
間

主たる指導項目
教科書
貢

時
間

主たる指導項目
教科書
貢

20, 21

1 脱力によるリラックス，ペアでストレッチ 10, 11 1 短距離走（記録，ｽﾀｰﾄ） 54, 55 1 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ，ためしのｹﾞｰﾑ 152～ 155 1 跳び箱になれる　基本的な跳び方 32 ,33 1 持久力を高める
用具を使って，ゲーム形式で 12, 13 2 50ｍ走(ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｰﾄ）,ｸﾗｳﾁﾝｸﾞｽﾀｰﾄ練習 ﾎﾞｰﾙ遊び，円陣ﾊﾟｽ，ﾊﾟｽｹﾞｰﾑ 　開脚跳び，かかえ込み跳び 2 しっぽ取り，模写ランニング

3 短距離走（ｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭ，中間疾走，ﾌｨﾆｯｼｭ） 54, 55 2 ﾊﾟｽ練習，確認ｹﾞｰﾑ（ﾙｰﾙの工夫） 158, 159 2 習熟度別練習 32～ 37

2 柔軟性　（自己の柔軟性の確認） 14, 15 ｸﾞﾙｰﾌﾟでフォームのチェック，記録測定 3 移動してのﾊﾟｽ，ﾊﾟｽｹﾞｰﾑ 3 ・基礎ｸﾞﾙｰﾌﾟ 62～ 65

　目的に沿ったｽﾄﾚｯﾁ，運動(ペア) 4 リレー 56, 57 4 サーブ，サーブレシーブ，確認のｹﾞｰﾑ 160, 161 4 　　基本的な跳び方の練習，習得から 3 目標設定の記録測定

3 巧みな動き　（自己の巧緻性の確認） 16, 17 ためしのリレー，グループ目標設定・練習 5 ｻｰﾌﾞ･ﾚｼｰﾌﾞの基本動作練習， 5 　　発展的な跳び方へ挑戦 400ｍ走，200ｍのﾗｯﾌﾟから目標ﾀｲﾑ

用具使った運動，ｸﾞﾙｰﾌﾟでｹﾞｰﾑ形式 5 バトンパス練習 56, 57 ﾙｰﾙを工夫したｹﾞｰﾑ（ｻｰﾌﾞから） ・発展ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4 ペースをつかむ

6 テークオーバーゾーンの使い方練習 6 攻撃 162, 163 　　発展的な跳び方へ挑戦， 5 800ｍ～1000ｍ走，目標ﾍﾟｰｽを守って

4 運動の楽しさ　(運動をするのはなぜ) 6、7 7 グループでの練習，記録測定，課題設定 7 トス，スパイク練習， 　　　台上前転，首･頭はね跳び等 6 長い距離を走る
運動の特性を味わうための学習のしかた 8 ﾙｰﾙを工夫したｹﾞｰﾑ（３段攻撃） ｸﾞﾙｰﾌﾟでのお互いのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 1500ｍ走，目標ﾍﾟｰｽを守って

5 運動の特性を味わうための学習のしかた 8、9 9 記録会 8 グループでの総合練習 164, 165 6 得意な技の発表会 7 2400ｍ走
　　球技　ｹﾞｰﾑの工夫，ﾙｰﾙの工夫 10 9 作戦立案，ﾁｰﾑ課題に沿った練習 7 8 目標ﾀｲﾑを目指して記録測定，反省

6 運動の特性を味わうための学習のしかた 10,11 大会（工夫したルールで） 9 3600ｍ走
　　陸上競技，武道 10 目標ﾀｲﾑを目指して記録測定，反省
運動の特性を味わうための学習のしかた 12,13 11 マットに慣れる 26, 27 8 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ，ためしのｹﾞｰﾑ 96～ 99

　　器械運動，水泳 12 簡単な回転技の練習(前後転,開脚前後転） 基本的なﾙｰﾙでのｹﾞｰﾑ，課題発見

運動の特性を味わうための学習のしかた 14,15 13 簡単な回転技を組み合わせて連続技 10 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 234～ 237 9 ボールになじむ 100～ 103 11 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、ためしのゲーム 132, 135

　　野外スポーツ，ダンス 14 発展技に挑戦 28, 29 礼儀，安全と態度 10 ﾄﾞﾘﾌﾞﾙﾘﾚｰ，ｼｭｰﾄｹﾞｰﾑ， 12 ボールになじむ 136, 137

15 倒立前転，伸膝前後転，側方倒立回転等 11 基本姿勢 11 基本的な技術練習から確認のｹﾞｰﾑ 104, 105 13 ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、キック，ﾄﾞﾘﾌﾞﾙｹﾞｰﾑ
自然体，立礼から構え，防具， 12 ｸﾞﾙｰﾌﾟでの基本練習，3ｵﾝ3形式等でのｹﾞｰﾑ 14 ゲーム１（方法,ﾙｰﾙの工夫） 138, 139

16 期末テスト 12 基本打突 238, 239 13 ﾁｰﾑの連携プレーの練習から確認のｹﾞｰﾑ 106～ 111 15 ｸﾞﾙｰﾌﾟでの練習，ﾊﾟｽｹﾞｰﾑ

13 正面打ち，左右面打ち， 14 ｶｯﾄｲﾝ，ﾎﾟｽﾄプレｰ，ｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｰ等 16 ゲーム2（方法，ﾙｰﾙの工夫） 140, 143

17 組み合わせ技 胴打ち，小手打ち 17 ｸﾞﾙｰﾌﾟでの練習，3:3～6:6のｹﾞｰﾑ

18 グループで組み合わせ技の工夫・練習 足さばき　　グループで練習 15 期末テスト 18 ミニゲーム大会 144, 145

19 発表会 二人組で約束練習 19 作戦立案，大会計画運営

14 対人的技能 240～ 243 16 ミニゲーム大会 110

15 攻めの技，応じ技 17 作戦立案ｰ練習ｰ試合ｰ反省 20 期末テスト
二人組でかかり練習 18

21 ミニゲーム大会 144, 145

22 作戦立案，大会計画運営

備　考

副教材
頁

Ｅ　球技

　イ　サッカー

Ｅ　球技

〈体育分野〉

Ｃ　陸上競技

　イ　サッカー

副 教 材 ３

副 教 材 ２

○自己の体に関心をもち,自己の体力や生活に応じた課題
  をもち，体ほぐしをしたり,体力を高めたりすることが
  できるようにする。　（Ａ　体つくり運動）
○長い距離を筋力，持久力，スピードのバランスをとり
  ながら走れるよう,自己のﾍﾟｰｽを知り,記録に挑戦する
  ことができるようにする。　（Ｃ　陸上競技）
○協力して練習やｹﾞｰﾑを行い,ｹﾞｰﾑを通して自分やﾁｰﾑの課
  題を明らかにすることができる。また,基本的な個人技
  能を身につけ,その技能をｹﾞｰﾑで発揮し,高めることがで
  きるようにする。　　（Ｅ　球技）

　ア　長距離走

副教材
頁

副教材
頁

１学期後半（期末試験） ２学期前半（中間試験）

副教材
頁

Ａ　体つくり運動

　イ　体力を高める運動

Ａ　体つくり運動

〈体育分野〉

Ｃ　陸上競技

　ア　短距離走・リレー

〈体育分野〉

Ｅ　球技

〈体育分野〉

Ｂ　器械運動

福山中・高等学校　中高一貫シラバス（年間指導項目）

教 科

科 目

中 高 ・ 学 年

単 位 数

年間授業時数

備　　　考

３学期（学年末試験）

○自己の体に関心をもち,自己の体力や生活に応じた課題を
　もち，体ほぐしをしたり,体力を高めたりすることができ
　るようにする。（Ａ　体つくり運動）
○運動の特性と学び方,安全の確保の仕方,運動と心身の働き
　について理解し,運動の実践に生かすことができるように
　する。　　　　（Ｈ　体育に関する知識）

○自己記録への挑戦や仲間との競争を楽しむことができ,ま
　た,仲間と協力し記録の向上を図ることができるようにす
　る。　　　　　　　（Ｃ　陸上競技）
○自己の能力に適した技を選択し,個々の技がよりよくでき
　るように技能を高めることができるようにする。
　　　　　　　（Ｂ　器械運動）

○今もっている技能を活用してゲームを行い,集団的・個人
　的技能の高まりを図り協力して作戦を立ててｹﾞｰﾑをするこ
　とができるようにする。（Ｅ　球技）
○基本となる技能の習得と技の活用の仕方を身につけ,技能
　の程度に応じた練習や試合を協力して,計画的に進んでで
　きるようにする。（Ｆ　武道）

○課題をもって運動を行い,その技能を高め,技がよりよく
　できるように,練習の仕方を工夫することができるように
　する。（Ｂ　器械運動）
○今もっている技能を活用してゲームを行い,個人的技
　能を高めながら，協力して作戦を立ててｹﾞｰﾑをすること
　ができるようにする。（Ｅ　球技）

　イ　体力を高める運動

副教材
頁

到　達　度　目　標

　ア　体ほぐしの運動

２学期後半（期末試験）

　
心と体を一体としてとらえ，運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通して，積極的に運動に親しむ資
質や能力を育てるとともに，健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営む態度を
育てる。

教科書

　エ　跳び箱運動

副 教 材 １

中学保健体育（学研）

図解中学体育（暁教育図書）

１学期前半（中間試験）

副 教 材 ４

　ア　マット運動

　イ　剣道

　ア　バスケットボール

学
習
項
目

Ｆ　武道

〈体育分野〉

Ｅ　球技

　ウ　バレーボール

Ｈ　体育に関する知識

Ｂ　器械運動




